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史跡田和
山遺跡指

定 20周
年記念

会場：松江テルサ 1 階テルサホール（JR 松江駅から徒歩 1 分）

事前申し込み制・全席指定　聴講無料　定員：２５０名 

講演

松
まつぎたけひこ

木武彦氏
（国立歴史民俗博物館・総合研究大学院大学教授）

「考古学からみた戦いの始まり」
鼎談「田和山遺跡と島根の弥生時代」
松木武彦氏
東森　晋（島根県古代文化センター専門研究員）

三宅和子（松江市埋蔵文化財調査室学芸員）

午後 1時～ 3時

主催　　松江市、島根県古代文化センター 申込
み方
法
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松木武彦教授 東森晋専門研究員 三宅和子学芸員



FAX 下記「FAX 申し込みフォーム」にご記入の上、本紙をそのまま FAX 送信してください。
 FAX 送信先　0852-22-6728

インターネット 島根の歴史文化講座ホームページ（下記アドレス・QR コード）
にアクセスの上、申込みフォームよりお申込みください。

代表者氏名
ふりがな 申込み人数

住　　所
〒

電話番号 －　　　   　　　　 　　－ 名

会場での受講  申し込み方法
はがき

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について
・マスクの着用をお願い致します。
・熱、咳の症状のある方は来場をお控えください。
・当日受付にて、検温、手指の消毒を行います。
・来場の際は周りの方と距離をとってください。
・いただいた個人情報について、必要に応じて保健所等の公的機関へ提供する場合がございます。
・新型コロナウイルスの影響により、講演内容が中止・変更になる場合がございます。ホームページで
　最新の情報をご確認ください。

・詳細は松江市ホームページ、島根県古代文化センターホームページをご覧ください。

お問い合わせ
松江市役所まちづくり文化財課埋蔵文化財調査室　〒 690-8540 松江市末次町 86 TEL0852-55-5284 FAX0852-55-5571　Email：maibunn@city.matsue.lg.jp  
島根県古代文化センター　〒 690-8502 松江市殿町 1 TEL0852-22-6727 FAX0852-22-6728 　Email：kodai@pref.shimane.lg.jp

http://www.pref.shimane.lg.jp/bunkazai/plusonline21/

郵便はがきに「島根の歴史文化講座　弥生時代の戦いと島根受講希望」と記載の上、申込み代
表者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・申し込み人数をご記入の上下記までお送りください。

はがき送付先 〒６９０－８５０２　松江市殿町１　島根県古代文化センター

申し込み締め切り 9 月 27 日（月）必着　（会場受講）
●開催日の 1 週間前を目処に参加証はがきをお送りいたします。
●申込者多数の場合は抽選となります。
●参加証はがきの発送をもって抽選結果の発表にかえさせていただきます。
※記載いただいた個人情報は、島根県古代文化センターで取り扱います。ご本人の同意なく、
本件以外の目的で利用することはありません。また個人情報を事前の告知なく他の業者・機
関等に提供することもありません。
※ご参加にあたってサポートを希望される方は、事前にお知らせください。

JR松江駅

一畑百貨店

松江エクセル
ホテル東急

松江中央郵便局

シャミネ駐車場

一畑百貨店
駐車場

南口駐車場

大橋川

松江テルサ

松江駅前地下駐車場
松江テルサ地下駐車場

はがき、FAX、インターネットにてお申し込
みください。

講座の内容を後日パソコン・スマートフォン等で
ご視聴いただけます。

Youtube
オンデマンド動画配信

配信期間
10 月 17 日（日）～ 10 月 31 日（日）
http://www.pref.shimane.
lg.jp/bunkazai/plusonline21/

事前申し込み制
島根県古代文化センター HP からお申し
込みください。

オンライン「あとから」受講戦いの始まりはいつだったのか――
（事後配信）　松江市立病院の隣に小高い山があるのをご存知でしょうか。

山の上に登ると眼下いっぱいに松江の景色が広がる素晴らし
い場所です。この山は昔から周囲の人たちから「田

た わ や ま

和山」と
呼ばれていました。
　「田和山」が全国にその名を轟かせたのは今からおよそ 20
年前、発掘調査により大規模な弥生時代の環壕が姿を現し、「田
和山遺跡」と呼ばれるようになった時でした。三重の環壕で囲
まれた山頂には見張り台のような建物が 1 棟だけ。人々は環
壕の外側に暮らしていました。環壕の役割は軍事的・防御的
性格が大きいとされています。田和山遺跡は「戦いの場」であっ
たのか。島根ではいつ、「人々の争い」が始まったのでしょうか。
　田和山遺跡が国史跡に指定されて今年で 20 周年、この謎め
いたテーマについて、みなさんと考えてみたいと思います。


